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新年明けましておめでとうございます。 

平素より当工業会の事業運営に関し会員の皆様方をはじめ、関係行政機関、並びに関

連諸団体の方々より多大なる御支援御協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

 

さて、昨年を少し振り返ってみますと、政治の世界では 7 月の参議院選挙で自民党が

圧勝し、所謂ねじれ現象が衆参両院で解消されました。然しながら、解決すべき難題は

山積みしております。皇位継承問題(生前退位)、TPP 合意、北方領土問題等々、どのよ

うな決着を迎えるのか注目されるところでございます。又、海外ではサプライズの連続で

英国の EU 離脱、米国では共和党のドナルド・トランプ氏が大方の予想を覆し大統領選

に勝利、お隣の国、韓国では朴大統領の不適切な行動により辞任等々がございました。

今年は 3 月にオランダ議会選挙、４－５月にフランス大統領選挙、秋にはドイツ連邦議

会選挙が控えています。どの様な結果になるか予想が全くつきません。スポーツの世界

では 8 月南米初のオリンピックがブラジル、リオデジャネイロで開催され日本選手が大活

躍した事は記憶に新しい所でございます。次は、いよいよ 2020 年の東京オリンピックの

新世代の台頭を含め、母国開催での日本代表の活躍に今から期待が高まります。 

 

自然災害、中でも地震が各地区で発生しました。4 月に熊本・大分県で、10 月には鳥

取県で、そして11月には福島県でも発生しました。又、台風も非常に多く発生。被災され

た方々には心よりお悔やみ申し上げます。 

ところで、経済面ではどうかと言いますと、原油、株価、為替、全てにおいて乱高下し

ました。トランプ氏の当選直後は円高・株安・原油安が進みましたが、現在(12/13)は日

経平均株価 1 万 9155 円、円ドル 115 円 82 銭。ドバイ原油(FOB2 月渡し)5 千ドルとかな

りの株高(年初最高株価) 円安(10 か月ぶり)となりました。トランプ次期大統領の政策へ

の期待からインフレ圧力が高まり、米国長期金利は一時 2.5％に上昇、日米金利差の拡

大で円売りドル買いが進んだ結果と見られています。これから先も非常に読みづらい状

況が続くものと市場は予想している様でございます。 

 

 

年頭のご挨拶 

 

（一社）大阪金属プレス工業会 

代表理事   夏 山 享 啓 
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さて、大阪金属プレス工業界に話題を移しますと、5 月 26 日会員の皆様方の御協力

御支援のもと無事５０周年記念式典を盛大かつ厳粛に取り行うことができました。この紙

面をお借りして改めて厚く御礼申し上げます。 

又、この式典に向け理事会で取りまとめた新ビジョン会員の皆様を「守り育てる」、会

員の皆様と一緒に「未来につなぐ」という会員パートナー宣言を発表致しました。これを

具体化すべく本年度の事業計画に組み入れ、工業会、関係行政機関、専門業者で検

討し、特別なセミナーを実施すべく最終調整に入っております。今年度の事業の目玉とし

てどうぞ御期待下さい。 

 

又、本年も国内外の工場視察、関連諸団体とのコラボによる技術セミナー、人材育成

セミナー等々御用意しております。なお、事業に関し御要望が有ればどしどし事務局へ

御連絡頂ければ各委員会で検討し理事会で承認後、速やかに事業に結びつける所存

でございます。どうぞ忌憚の無いご意見を頂ければ幸いに存じます。 

 

平成 29 年は酉年で十二支の 10 番目。西暦年を１２で割ると１余るのが酉年です。酉

の形象は酒器の形に由来するもので鶏や鳥とは関係ないようです。果実が熟した状態

を表すという説もあります。ちなみに平成 29 年は酉年の中でも 60 年に一度の丁酉(ひの

ととり)です。陰陽五行では、丁の字は釘に由来し安定を示すことから作物が安定すると

いう意味にも取れますが、丁と酉はそれぞれ火と金で相剋の状態、つまり反発し合うとさ

れています。ただし、これは悪いことではなくお互いを抑制してうまくバランスさせる存在と

も捉えることができます。 

日本とは古来より福や幸運を取り込むと鶏・鳥をかけるなど、酉は縁起のいい存在と

して親しまれています。たとえば、年の暮れを知らせる酉の市は 11 月の酉の日に行われ

る商売繁盛を願う行事として馴染み深いものとなっています。過去の酉年を言いますと、

12 年前(2005 年)には 4 月 JR 福知山線脱線事故、8 月衆議院「郵政解散」11 月耐震住

宅偽装事件発覚。その 12年前(1993年)1月曙が外国人初の横綱、6月皇太子ご成婚、

8 月細川連立内閣発足、10 月サッカー日本代表「ドーバの悲劇」。更に 12 年前(1981

年)3 月ピンクレディー解散、7 月チャールズ皇太子とダイアナ妃が結婚と、このような出

来事がございました。 

今年はどの様な年になるのでしょうか。少しでも景気がよくなって欲しいと願っておりま

す。 

 

最後になりますが、（一社）大阪金属プレス工業会は本年も全力で会員の皆様に少し

でもお役に立つ事業をどんどん企画、立案し実行に移す所存でございます。会員パート

ナー宣言通り新たな事業分野へも積極的に挑戦して参るつもりです。又、会員増強にも

これまで以上の努力をして参ります。 

どうぞ昨年以上のご支援ご協力を賜ります様お願い申し上げますと共に、本年が会

員の皆様方、関係行政機関並びに関連諸団体の皆様方にとって良い年になります様。

又、(一社)大阪金属プレス工業会が更なる飛躍、発展の年になります様、祈念致しまし

て年頭のご挨拶にかえさせて頂きます。 
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   年頭所感 

 

近畿経済産業局長 池森 啓雄 

 

 

 

 

 

 

平成２９年の新春を迎え、謹んで新年のお慶びを申し上げます。 

 

昨年は、英国のＥＵ離脱や保守主義的な動きが懸念される中、世界経済の不透明

リスクが高まるなど海外情勢に大きな注目が集まる年となりました。 

国内に目を向けると、関西の景気は一部に弱い動きがみられるものの、緩やかに

改善しています。この改善の動きを加速させ、地域に広く行き渡らせていくことが極め

て重要です。関西には、優れたものづくり企業、大学や研究機関の立地、伝統的工芸

品と匠の技などの幅広い分野の集積に加え、新市場開拓に挑戦する産学連携や、

海外交流などの活発な取り組みが数多く存在します。この関西の強みを最大限に発

揮し、経済の好循環を生み出すことが必要不可欠です。 

 

近畿経済産業局といたしましては、本年も企業を取り巻く環境や地域が直面する

課題に丁寧に目配りをし、きめ細かく対応するとともに、地域経済ひいては日本経済

の更なる活性化に向けて以下の４つの重点分野に取り組む所存です。 

 

まず、第一に、「第４次産業革命」に対応した未来投資を促進します。昨年、官民会

議「未来投資会議」が発足し、ＩｏＴ、ビッグデータ、ＡＩ、ロボット等の重点分野に関わる

各種支援を行う体制が整えられつつあります。地域経済の発展には、成長分野への

投資を促進し、地域経済を牽引する波及効果の高い事業を創出させていくことが重

要です。当局でも健康・医療分野、航空機分野、セルロースナノファイバーなどの新

素材分野で、現場ニーズと技術シーズのマッチング、地域内の連携強化やサプライ

チェーン構築の取り組み等により、地域経済牽引事業を支援してまいります。 
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第二に、中小企業等による内外需要の開拓促進です。訪日海外客数が２０００万

人を突破するなど、海外需要が増大を続けています。当局では、この機会を逃さず、

インバウンド需要の獲得を目指すとともに、関西の魅力を世界にアピールし、対日投

資を促進します。また、各種セミナーやテストマーケティング等の海外販路開拓支援

を行うことにより、中小企業による海外需要の開拓を目指します。 

 

第三に、下請等中小企業の取引条件改善です。経済の好循環を実現するには、中

小企業の賃金の上昇等が適正に取引価格に反映されることが必要です。昨年９月に

発表した「未来指向型の取引慣行に向けて」（世耕プラン）に基づき、下請中小企業

の声にしっかりと耳を傾け、下請取引の適正化に向けて尽力してまいる所存です。 

 

第四に、エネルギー政策再構築への対応と地球環境への貢献です。昨年の電力

小売り自由化に加え、本年４月には、ガスの小売り自由化もスタートします。それらの

事業における健全な競争を促すとともに、「関西スマートエネルギーイニシアティブ」

活動を通じて、エネルギーミックスの実現に向けて取り組んでまいります。 

 

関西では、２０２１年のワールドマスターズゲームズ開催、２０２５年の国際博覧会

誘致など地域活性化に向けた国際事業活動が活発化しています。 

国際博覧会の開催は、その経済効果のみならず、人類社会の課題解決に向け、

関西のモデルの提示を通じて、国際貢献する良い機会となります。昨年１２月に国の

検討会が設置され、フランスが既に立候補している中、国内外の支持を得るため、皆

様と一体となって力強く推進してまいります。 

 

近畿経済産業局といたしましては、これらの取り組みに全力をあげ、関西経済の活

性化に努めることで、日本経済をリードする強い関西を目指してまいります。 

本年も経済産業行政への御理解と御協力を御願いするとともに、みなさまの御多

幸と御健勝を祈念いたしまして、新年の御挨拶とさせていただきます。 
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平成２９（２０１７）年 知事年頭所感 

 

 

大阪府知事 松井 一郎 

 

 

 

 

 

新年あけましておめでとうございます。 

 

昨年、大阪を訪れた外国人の方が過去最高を 4年連続更新するなど、大阪の

賑わいや景気にも明るい兆しが見えてきました。この流れを本格的なものとし、

府内のすみずみまで景気回復を行きわたらせ、府民の皆様が豊かさを実感でき

る大阪を実現したいとの思いを強くしています。 

このため、府政においては「変革と挑戦」を基本姿勢に、これまでの成果を

土台に、民間、市町村はじめ関係機関と連携しつつ、具体的な取組みを本格化

する年にしたいと思います。               

 

現在、大阪府では、2025 年日本万国博覧会の誘致をめざし、国、経済界と

一体となった取組みを進めているところです。万国博覧会は、2020 年の東京

オリンピック・パラリンピック後の成長の起爆剤となります。また、イノベー

ションを促し、社会のあり方をも変える世界的なイベントです。その圧倒的な

求心力や発信力、すなわち世界中の人々の出会いや交流を生み出す力こそが、

これからの日本の成長の鍵となります。今後、国において閣議了解を経て、BIE

（博覧会国際事務局）に登録申請をすることになります。大阪・関西で「人類

の健康・長寿への挑戦」をテーマとした万国博覧会が実現できるよう、オール

ジャパン体制のもと全力で取り組んでまいります。           

 

東西二極の一極を担い、豊かな大阪を実現する“副首都・大阪”の確立・発

展に向けた取組みも進めます。東京とは異なる個性・新たな価値観をもって、
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平時にも非常時にも日本の未来を支え、けん引する成長エンジンの役割を果た

すべく、都市としての機能強化に努めます。                

 

具体的には、新エネルギー、ライフサイエンスなどの成長産業分野では、国

際競争力強化に向けた環境整備を進めてまいります。世界トップクラスのライ

フサイエンスクラスターの形成を進めるとともに、万国博覧会のテーマに関連

する健康･長寿関連産業を育成してまいります。併せて、これまで大阪産業を支

えてきたものづくり中小企業の基盤を活かし、イノベーションの創出に取り組

んでまいります。                          

 

魅力あふれる都市空間の創造に向け、大阪の顔となる「うめきた２期」など

の都市基盤の整備や、企業・住民が主体となったみどりの創出などに取り組み

ます。大阪の競争力強化に資するインフラ整備に関しては、交通ネットワーク

の充実・強化に引き続き取り組んでまいります。   

 

また、大阪を訪れた外国人の方は、知事に就任しました平成 23年には 150

万人を超える程度でしたが、今や 1000 万人にまで迫っています。昨年、都市

魅力のさらなる充実・向上については、2020 年の来阪外国人旅行者数 1300

万人という高い目標を掲げました。大阪を世界的な創造都市、国際エンターテ

イメント都市へと加速させ、世界にアピールしてまいります。 

 

結びに、今年も府庁組織一丸となり、施策を力強く推進してまいりますので、

皆さまの一層のご理解とご協力をお願いいたします。本年が皆様にとって実り

ある素晴らしい年となりますようお祈りします。           
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委員会、開催日時、場所 内  容 参加者 写  真 

第１回安全・技術委員会兼 

第２回技能検定委員会 

10 月 12 日 18 時 

たかつガーデン 

・前期 技能検定合格発表 

・前期 技能検定の反省と 

  次年度に向けての問題点 

・必要書類の整備について 

・後期 技能検定の予定 

・その他セミナー関連 

8 名 

 

第９回 理事会 

10 月 27 日 18 時 

たかつガーデン 

・上期決算報告 

・上期会員異動状況報告 

・新規ご入会会員の審議 

・総務・経営委員会報告 

 インド視察ツアーの説明等 

・安全・技術委員会報告 

技能検定の状況等 

・次期役員改選について 

理事 

13 名 

＋   

ｹﾞｽﾄ 

1 名 

 

第３回技能検定委員会 

12 月 1 日 16 時 

事務局 

＜後期技能検定会議＞ 

・後期技能検定の特記事項 

・受検者数とスケジュール 

・検定員と補佐員の予定 

・採点基準の確認 

・金型、測定治具、材料確認 

・その他質疑応答 

 3 名 

 

※参加者名簿、内容の詳細は当会ＨＰの事業報告ページに記載の議事録をご覧下さい。 

 

理事会・委員会 報告 
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 平成 28年 12月 2日（金）18時 30分からシェラトン都ホテル大阪にて当工業会主催の忘年会を開

催いたしました。ご多用中にもかかわりませず多数の会員様にご参加を頂き有難うございました。  

おいしい日本食を頂きながらご歓談頂き、楽しいひと時をお過ごし頂くことが出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次代を担う若手経営者及び経営幹部の活動の場として青年部が活動を行なっております。 

毎月企画する事業活動（情報交換会、講演会、 

セミナー、見学会）などを通じて、識見・教養を 

高め、会員相互の親睦を深める活動をしております。 

 

＜活動実績＞ 

・10/28,29 青年部３会（３地区）合同交流会 

     （愛知県、京都府との青年部交流会） 

・11/24   青年部 11月例会 

・12/6   青年部忘年会 

 

青年部 活動報告 

忘年会 
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平成２９年 新春特別講演会・新年賀詞交歓会 のご案内 

 

 

 

 

 

 

 

 拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 さて、平成２９年を迎えるにあたり、会員企業各位をはじめ、関係行政機関及び関連団体の方々にもお越し

いただき、恒例の新年賀詞交歓会を下記のとおり開催させていただきます。 

 つきましては、年初なにかとご多用のことと存じますが、万障お繰り合わせの上ご参加いただきますよう 

ご案内申し上げます。 

 尚、賀詞交歓会に先立ち、新春特別講演会を開催致しますので、併せてご参加下さいますよう、よろしくお

願い申し上げます 

敬 具 

 

記 

   

【日   時】 平成２９年１月２７日（金）  

第１部 新春特別講演会 １５：３０～１７：００ 

講師： 柿木道子氏    株式会社くいだおれ  代表取締役会長   

     ※詳細プロフィールは別紙をご参考下さい。 

演題： 「くいだおれ太郎のつぶやき」  

 

第２部 新年賀詞交歓会  １７：２０～１９：２０ 

 

【会   場】 ホテルモントレ ラ・スール大阪 （大阪市中央区城見２丁目２－２２） 

第１部 新春特別講演会   ２階 「彩華 （さいか）」   

第２部 新年賀詞交歓会  １５階 「キャナルガーデン」    

    

【参 加 費】 第 1部  新春特別講演会  無料       （振込先） 三菱東京UFJ銀行 上本町支店 

        第 2部  賀詞交歓会   １０，０００円/人          口座番号 普通 0487575 

                                   (一社) 大阪金属プレス工業会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (一社) 大阪金属プレス工業会宛 （１月１２日までにお返事願います） 

     Fax：06－6762－7633  E-Mail：omsa1@omsa.or.jp 

平成２９年 新春特別講演会・新年賀詞交換会 参加申込書 

会 社 名  ○印お願いします 

役 職 名 氏   名 講演会 賀詞交換会 

    

    

    

お支払い方法 □ 振込（  ／  予定）  □ 当日払 
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＜新春特別講演会 講師ご紹介＞ 

 

柿木 道子（かきのき みちこ）氏  株式会社くいだおれ  代表取締役会長 

（プロフィール）  

大阪の名物料理店「大阪名物くいだおれ」の創業者の次女として、大

阪市に生まれる。１９６３年、神戸市の甲南大学を卒業と同時にくい

だおれに入社。一年間の勤務後、結婚退社し、専業主婦となる。 

１９８３年、父親の強い希望により同社復職。以来、専務として実兄

社長と経営全般をみながら、女将として接客に力を注ぐ。 

いろいろなユニークなメニューを考案し、なかでも大阪らしい「たこ

焼き教室」は、市営観光バスのコースに指定され、雑誌やテレビの取

材が絶えなかった。本業の忙しい合間に市民講座の講師や講演の依頼

をこなし、先代が考案した看板人形「くいだおれ太郎」を更に有名に

し、当店の看板である「くいだおれ太郎」は、大阪一の名物有名人と

なり、観光名所ともなった。２００４年 代表取締役会長に就任 

２００８年７月８日くいだおれ閉店 ２００９年７月くいだおれ太郎は、中座くいだおれビルに復帰 

株式会社くいだおれは、現在「くいだおれ太郎」を中心としたコンテンツビジネスを行っている。 

 

 

＜ホテルモントレ ラ・スール大阪 のご案内＞  京橋駅から直結 
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きんぞ 

平成２８年度セミナーのご案内 

現場を一歩進めるためのプレス加工と金型 
 

－「原理・原則に立ち返って」－ 
 

プレス加工は生産性が非常に高く、高精度の製品を大量にしかも安価に作れるといった優れた特性を持っており、

機械・金属製品製造業において重要な産業技術の一つとなっています。ノウハウや経験が大いに物を言うプレス加工

ですが、良い製品を作るためには加工の原理をきっちりと理解することが求められます。 

本セミナーでは、基本となるせん断･曲げ・絞り加工を中心に取り上げ、それらの原理、特徴についてしっかりと学ん

でいただきます。さらに、プレス機械や金型に関する知識、トラブル事例を交え、実践にも役立つ内容に焦点をあて、

わかりやすく解説いたします。 
 

主な内容 

１．プレス機械の機構、動作原理を知る 

プレス機械の能力を表す3つの要素 

加工に応じたプレス機械の選定 

２．プレス加工の種類と特徴 

～代表的な加工方法の基礎について理解を深める～ 

（１）せん断加工 

（２）曲げ加工 

（３）絞り加工 

（４）加工する材料の特性をどのようにして考慮する

か 

（５）プレス作業における段取り、自動化、安全 
 

３．金型の機能と各金型部品の働きを理解する 

４．プレス加工時のトラブル対策事例 

日 

時 

愛 知 平成２９年１月１８日（水）   ９：２０～１６：２０ （会場受付：９：１０～） 

東 京 平成２９年２月１４日（火）   ９：２０～１６：２０ （会場受付：９：１０～） 

大 阪 平成２９年３月 ９日（木）   ９：２０～１６：２０ （会場受付：９：１０～） 

対 象 者 現場のリーダー及び現場従事者 

参 加 費 
会 員 ４,０００円 

一 般 ８,０００円 
定員 ４０名（先着順） 大阪会場のみ３０名 

講   師 中杉 晴久 （独）高齢・障害・求職者雇用支援機構 高度ポリテクセンター 

会

場 

愛 知 
ウインクあいち（愛知県産業労働センター WINC AICHI １１０７室） 

〒450-0002 愛知県名古屋市中村区名駅4丁目4-38  

東 京 
すみだ産業会館 会議室４ 

〒130-0022 東京都墨田区江東橋3-9-10 

大 阪 
大阪高齢・障害者雇用支援センター 

〒541-0056 大阪市中央区久太郎町2-4-11 クラボウアネックスビル3階 

主   催 

高度ポリテクセンター 

一般社団法人日本金属プレス工業協会 

一般社団法人日本金型工業会 

申込み方法 裏面の参加申込書にてＦＡＸでお申し込み下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

                                            

    

 

 

      愛知会場                                 大阪会場 東京会場 
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参 加 申 込 書（H28 年度） 
 

  （一般社団法人日本金属プレス工業協会）                             平成  年  月  日 

 セミナーについて、次のとおり申し込みます。 

セミナー名 現場を一歩進めるためのプレス加工と金型 
 

企業名 

 

 
所属団体 

（✓して

くださ

い） 

□(一社)日本金属プレス工業協会 

□(一社)日本金型工業会 

□一般（上記以外、不明） 

所 在 地 
〒 

 

連 絡 先 

TEL 

 

FAX 

E-mail 

 

ふりがな 部署名 

申込者氏名 

 

 

参加者氏名 部 署 名 

ご希望の会場に○をご記入ください。  

1/18

（水） 

愛知 

2/14

（火） 

東京 

3/9（木） 

大阪 
受講申込 

結果欄 

      

      

 

 

 

     

 

 

 

     

 
お申込み、キャンセル、受講者変更、欠席は、ＦＡＸ（０４３－２９６－２５８５）または、 

メール（jigyo-ka@adv-pc.jp）  でお願いします。 
 

※注１ 受付は先着順とし、定員になりしだい、締切とさせていただきます。 

※注２ 受講票と受講料振り込みのご案内は、開催の約１か月前に高度ポリテクセンターより申込者あて

送付いたします。（お手元に届かない場合は、高度ポリテクセンターにご一報ください） 

※注３ 受講料は、本講座開催の 5 日前までにお振り込みください。 

※注４ １コースあたり５名様以上のお申込みをされる際は、申込書をコピーしてご利用ください。 

※注５ 参加費は 1 コース 1 名につき主催団体会員 4,000 円、一般 8,000 円となっております。 

＜お問い合わせ先＞ 

高度ポリテクセンター 事業課 

ＴＥＬ：０４３－２９６－２５８２ 

＜受講料に関するお問い合わせ先＞ 

一般社団法人 日本金属プレス工業協会 

ＴＥＬ：０３－３４３３－３７３０ 

        ＜処理欄＞         S202 

受付番号 １ ２ ３ ４ ５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

mailto:メール（jigyo-ka@adv-pc.jp


13 

大阪金属プレス工業会                              

会員 各位                              大阪金属プレス工業会 

総務経営委員会＆事務局 

 

 

工業会ＨＰ（ホームページ）への会員情報（営業情報）掲載のお願い 

 

 

拝啓 貴社ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。平素は本会の運営にご理解とご協力を

賜り感謝申し上げます。  

 

 総務・経営委員会にて議論を重ね、当会のＨＰ（ホームページ）を２月にリニューアル致しました。 

大きな変更点のひとつが、『会員情報の充実』であります。 

工業会の内外からの検索キーワードに対してヒットをさせて営業へと結びつけることが目的です。検索

にてヒットさせるような仕組みを組み込んであります。 

 

 つきましては、貴社の製品や得意技術、会社ＰＲなど下記の項目についてご記入を頂きたく、 

ご協力をお願い致します。会員様のホームページがある場合は同じ内容で構いません。 

沢山の方に閲覧頂ける充実したＨＰを目指しております。よろしくお願い致します。 

 正会員向けの項目もありますが、賛助会員様におかれましては記入できる項目のみで構いません。 

                                           敬具 

 

 

 

――――――――――――――― （回答票）―――――――――――――――――― 切取不要―― 

 

※パソコンで作成される方は当会ＨＰにワードファイルが御座いますのでご利用下さい。（末尾文参照） 

会社名  

設 立  従業員数  

メールアドレス（問合せを受けるアドレス）  

会社ＰＲ 

（全角 128 文字以内） 

※検索結果に表示される文章です。 

例）深絞りプレス加工を得意とする金属プレス加工会社。1928 年の創業以

来、培われてきたその技術力は、業界内でも高く評価されている。 
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取扱製品及び商品 

（文字数制限なし） 
 

得意技術・分野 

（文字数制限なし） 
 

対応可能な加工 

（文字数制限なし） 
 

保有設備 

（文字数制限なし） 
 

国内・海外拠点 

（文字数制限なし） 
 

認証規格 

※ISO など取得規格 

（文字数制限なし） 

 

備  考 

※その他なんでも 

（文字数制限なし） 

 

 

１）ＦＡＸ送信先：０６－６７６２－７６３３  

２）電子メールで送信頂ける方はワード形式ファイルを当会ＨＰからダウンロードして入力下さい。 

工業会のＨＰは  http://www.omsa.or.jp/  （工業会からのご案内）の中にあります。 

送り先メールアドレスは omsa1@omsa.or.jp です。 ページ数が増えても構いません。 

http://www.omsa.or.jp/
mailto:omsa1@omsa.or.jp


会員の皆様を「守り育てる」

（一社)大阪金属プレス工業会50周年　会員パートナー宣言

我が工業会ならではの情報発信力とネットワーク環境を活かしながら

会員各社の社員様の育成のお手伝いをし

各社の業績の向上を支援します。

そしてこれらの果実を享受した会員自身が

次に工業会の情報収集力とネットワークをさらに強めていきます。

会員総てが工業会のパートナーとしての自覚を持っているからです。

ますます厳しさを増すグローバル競争の中

50周年を機に、ここ関西・大阪の地で活躍する会員の皆様が発展され

それが大阪のプレス業界を活性化して

将来世代に夢と希望を繋ぐことを目指します。

2016年5月26日

一般社団法人　大阪金属プレス工業会　理事一同

会員の皆様と一緒に「未来につなぐ」


